


一
一
一
ツ
峠
グ
リ
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セ
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タ
■
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憤
地
に

ミ
一

一

２
回
ｏ
轟
決
定

町
内
防
犯
灯
整
備
・
役
場
庁
舎
改
修
・
上
町
公
民
館
建
設
１

ミニサッカー場建設予定地で説明を受ける町議会議員

　　　　　決　　　司　を
裏
、

　　　か　ほ
算
．

　　　誹蟻　　　　　慶　　　年　　９威

運合審査会 ・議案審議

間
　
福
祉
バ
ス
を
買
い
替
え
る

と
い
う
が
、
現
在
使
用
し
て
い

る
バ
ス
よ
り
大
き
く
な
る
の
か
。

答
　
５
０
０
０
ｃ
ｃ
，
２
５
人
乗
り
、

現
状
の
バ
ス
よ
り
広
め
で
あ
る
。

問
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
送
迎

と
し
て
、
福
祉
バ
ス
の
利
用
は
。

答
　
町
の
バ
ス
が
送
迎
に
使
用

出
来
る
か
、
法
的
に
問
題
が
な

い
か
を
調
査
し
検
討
す
る
。

意
見
　
福
祉
バ
ス
の
活
用
を
図

る
よ
う
努
力
を
、
ま
た
多
く
の

町
民
の
利
用
を
考
え
、
乗
り
心

地
の
よ
い
バ
ス
の
購
入
を
。

意
見
　
分
遣
所
の
開
所
に
閣
に

合
う
よ
う
、
敷
地
内
の
防
火
水

槽
設
置
に
努
力
を
お
願
い
す
る
。

問
　
平
成
９
年
度
に
訪
問
看
護

ス
テ
ｉ
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
る

が
寝
た
き
り
老
人
家
庭
等
へ
の

訪
問
看
護
の
た
め
か
。

答
　
は
い
、
富
士
吉
田
保
健
所

管
内
に
設
置
予
定
で
、
広
域
的

に
取
り
組
む
予
定
。

間
　
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
の
収
益

は
ど
の
程
度
を
見
込
む
か
。

答
　
利
用
対
象
者
を
県
外
に
ま

で
広
げ
、
黒
字
経
営
を
目
指
す
。

問
　
町
の
植
樹
祭
で
希
望
者
を

集
め
桜
を
植
え
る
計
画
で
あ
る

が
、
ど
の
程
度
希
望
者
を
集
め
、

い
つ
実
施
す
る
の
か
。

答
　
９
年
４
月
の
み
ど
り
の
日

を
予
定
し
て
い
た
が
、
植
樹
予

＝
審
劃
案
件
【

同
意
２
西
桂
町
公
平
委
貝
会
委

員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　
［
融
員
捉
出
］
３
件

発
謝
－
西
桂
町
議
会
委
賀
会
条
例
の

　
一
部
改
正

発
識
２
西
桂
町
議
会
広
報
発
行
に
関

■２■



道
路
整
備
を
最
優
先
に

２
７
日
本
会
議
・
賛
成
討
論

　
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
予
算
議
定
に
つ
い
て
の
賛
成

討
論
を
行
い
ま
す
。

　
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
昨
年
の

平
成
８
年
度
予
算
と
比
較
し
ま

し
て
、
９
年
度
予
算
は
、
活
活

西
桂
建
設
が
は
っ
き
り
と
打
ち

出
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
対
前

年
度
比
８
．
５
％
の
増
加
に
と
ど

め
た
こ
と
は
、
町
長
以
下
執
行

部
の
努
カ
の
現
れ
で
あ
る
と
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
生
活
の

実
現
の
た
め
当
町
に
お
い
て
は
、

公
園
建
設
、
三
ツ
峠
周
辺
整
備

事
業
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
「
道
路
整
備
な
く
し
て
発
展

は
な
し
」
と
申
し
ま
す
。
立
派

な
施
設
で
も
、
ア
ク
セ
ス
道
路

な
し
で
は
、
多
く
の
利
用
は
望

め
ま
せ
ん
し
、
国
道
の
渋
滞
は

一
般
軍
両
の
町
道
利
用
を
ま
ね

き
、
小
学
生
、
ご
老
人
に
危
険

が
及
ぶ
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

幸
い
に
し
て
富
士
吉
田
西
桂
線

が
県
道
に
昇
格
予
定
で
あ
り
、

ま
た
国
道
よ
り
三
ツ
峠
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

道
路
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
行
政
依
存

拡
大
に
つ
れ
て
、
役
場
も
肥
大

化
し
て
い
ま
す
。
町
民
総
参
加

の
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
行

い
、
効
率
の
よ
い
行
政
運
営
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

右管理道から柿の木公園予定地を望む

学校給食（小学校食堂にて〕

定
地
の
地
権
者
と
の
交
渉
が
済

ん
で
い
な
い
の
で
、
４
月
は
低

木
類
を
少
数
だ
け
植
樹
す
る
。

桜
の
植
樹
は
ｕ
月
に
８
０
０
本

を
植
樹
し
て
も
ら
う
。

問
憩
い
の
森
に
完
成
し
た
擬

岩
に
よ
る
ト
イ
レ
が
完
成
し
て

い
る
が
、
い
つ
か
ら
使
用
で
き

る
の
か
。

答
東
電
で
電
線
を
引
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
権
者
と

の
交
渉
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、

電
気
の
供
給
は
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
。
５
月
の
歩
け
歩
け
運

動
ま
で
に
は
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

意
見
　
全
体
的
に
事
業
計
画
が

あ
ま
く
執
行
が
遅
れ
ぎ
み
で
あ

る
。
地
権
者
と
の
交
渉
に
努
力

す
る
こ
と
。

問
　
高
山
良
策
氏
の
作
晶
を
集

め
た
資
料
館
計
画
は
。

町
長
答
　
資
料
館
に
つ
い
て
は

来
年
よ
り
検
討
し
た
い
。
作
品

は
町
に
寄
贈
し
て
も
ら
う
こ
と

で
遺
族
と
話
が
進
ん
で
い
る
。

問
　
甲
斐
東
部
材
産
地
形
成
事

業
に
よ
り
林
業
施
設
を
作
る
の

は
良
い
が
、
林
道
な
く
し
て
事

業
効
果
が
林
業
家
と
町
に
あ
る

と
は
思
え
な
い
が
。

町
長
答
　
林
道
建
設
は
大
月
林

務
事
務
所
に
お
願
い
し
た
。
９

年
度
に
西
桂
か
ら
都
留
に
つ
な

が
る
林
遣
調
査
費
を
、
予
算
計

上
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

間
　
柿
の
木
公
園
の
造
成
工
事

は
８
年
度
中
と
説
明
を
受
け
て

い
る
が
、
未
だ
に
工
事
が
着
工

さ
れ
て
い
な
い
。

答
　
県
に
早
く
進
め
る
よ
う
お

願
い
し
た
。
町
単
の
河
川
道
整

備
に
つ
な
が
る
公
園
内
の
通
路

分
は
特
に
早
く
す
る
よ
う
お
願

い
し
た
。

問
　
学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
、

消
費
税
改
正
に
よ
り
賄
い
材
料

費
の
引
き
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
と
結
論
に
達
し
た
が
、
町
に

一
部
補
助
を
お
願
い
し
た
。
９

隼
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
か
。

教
育
長
答
　
賄
い
材
料
費
の
単

価
は
、
小
学
校
２
４
０
円
、
中

学
校
２
７
０
円
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０

円
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

町
は
ｍ
円
を
補
助
し
、
保
護
者

の
負
担
増
は
２
０
円
で
あ
る
。

　
す
る
条
例
の
制
定

発
勘
３
　
除
籍
簿
、
除
か
れ
た
戸
籍
の

　
附
票
等
の
保
存
期
聞
延
長
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出

　
案
例
一
１
５
件

謝
案
－
　
西
桂
町
課
設
置
条
例
の
制
定

醐
案
２
　
西
桂
町
役
場
の
位
置
を
定
め

　
る
条
例
の
制
定

○
西
桂
町
小
沼
１
５
０
１
番
地
の
王

鋤
案
３
　
西
桂
町
職
貝
の
勤
務
時
間
、

　
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
新
設

醐
案
４
　
西
桂
町
職
員
給
与
条
例
の
一

部
改
正

○
役
場
職
員
の
主
に
係
長
か
ら
課
長
ま

　
で
の
聞
の
役
職
名
の
変
更

廃
止
・
主
壷

　
新
設
・
課
長
補
佐
、
主
幹
、
副
主
幹

謝
案
５
　
西
桂
町
行
政
財
産
使
用
料
徴

　
収
条
例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
に
伴
う
見
直
し

繊
案
６
　
西
桂
町
産
葉
会
館
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
分
の
引
き
上
げ

醐
寮
フ
　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
設
置

　
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
分
の
引
き
上
げ

識
案
８
　
西
桂
中
学
校
建
設
整
備
基
金

条
例
の
制
定

融
案
汕
　
西
桂
町
中
央
公
民
館
使
用
条

例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
分
の
引
き
上
げ

醐
案
１
１
　
西
桂
町
立
西
桂
中
学
校
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
の
一
般
開
放
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
分
の
引
き
上
げ

謝
案
１
２
　
西
桂
町
営
夜
間
照
明
管
理
運

　
営
条
例
の
一
部
改
正

○
消
費
税
改
正
分
の
引
き
上
げ

謝
案
杷
　
西
桂
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
↑
５
ぺ
－
ジ
に
続
く
串

■３■



議
会
広
報
発
行
を
条
例
化
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
目
本
会
講
・
提
案
理
由
説
明

　
本
条
例
は
、
地
方
自
治
法
第

１
１
５
条
の
趣
旨
、
議
会
の
公

開
の
原
則
に
基
づ
き
、
議
会
活

動
状
況
を
、
議
会
側
よ
り
積
極

的
に
広
く
住
民
に
周
知
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
議
会
広
報
発
行

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

併
せ
て
編
集
事
務
を
行
つ
議
会

広
報
編
集
委
員
会
の
設
置
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
規
則
に
よ
り
当
議
会

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
広

報
編
集
委
員
会
は
、
編
集
活
動

を
始
め
て
か
ら
３
年
半
が
経
過

し
、
第
帖
号
発
行
を
数
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
広
報

発
行
は
当
議
会
の
議
会
活
動
と

し
て
定
着
化
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
傾
向
は
全
県
下
で
進
ん
で

お
り
ま
す
。
議
会
広
報
編
集
活

動
を
は
っ
き
り
位
置
づ
け
る
時

期
に
き
て
お
り
、
そ
の
た
め
本

条
例
の
制
定
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

議
会
広
報
の
発
行
を
年
４
回
と

す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
条

例
に
よ
る
議
会
広
報
編
集
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

委
員
５
名
の
任
期
は
２
年
と
し

ま
す
。
ま
た
条
例
制
定
に
よ
り
、

委
員
に
対
す
る
費
用
弁
償
及
び

委
員
の
選
任
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
常
任
委
員
の
例
に
よ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
従
来
制
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
西
桂
町
議
会
広
報
発

行
に
関
す
る
規
則
は
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○　これまで条例がなか ったのは 。

Ａ　議会広報発行が必要であるか
、

　十分に調査検討するためです 。

○　検討期閤の発行業務は 、どのよ

　うに行 っていたのですか 。

Ａ　議員有志による自主編集によ っ

　て発行を続けて来ました。また費
　用 、事務体制等 、町長さんや議長
　さんの理解も必要でした 。

Ｑ　それでは今の委員さんもこれか
　らは公務となるのですね 。

Ａ　いいえ。５名の委員は従来のま
　まです。後日新たに選出されます 。

最後の自主編集を行う広報委員

∴
ま
．

一
．
“
７

紛勘１臥り∴
４

一
一
．
９

■
　
　
．
一

企画振興課は役場２階です

組織再編一覧（変更となった部門）

　（旧組織）　　　　　　　　　　　　　（新組織）

総　務　課　　　　　　　　　　総　務　課

　　　管財係 一一一一一一一一一一一
　一一一一一一一一一一＿＿＿＿一上管理係

企画課　　　　 ．Ｉ．一一．Ｉ一一
一財政係

　　　財政係 一一一’一１Ｉ■一一　　　　　　　　　　町誌編纂室傲育委員会より〕

　　　企画係 一一 一．． ．．．
　　　　　企画振輿課

振輿課　　　
一一 ’一

へ■ ’１ ｛企画係

　　　産業係 一一＿一一一一一一一一一一一一一一一ニニニ。。モ三ヵ産業係

　　　観光係 一一一一’１一一’　　
一一

ノ’　　　 、ｐグリーンセンター

　　　地籍調査係／ 一一’ 　、一／’’建設課
　　　グリーンセンター一／　　　　

．．一．Ｉ．一
山建設係

　　　建設係 一一一一一
Ｉ一一一’Ｉ■■’　　水道課

　　　上下水道係 一一一。。。。ニニ＿ 一一 一一一一一一一一一一一一一一
Ｌ水道係

住民課　　　　
’』 一』 一』 ’｛下水道係

　　　　　　　　　　　　　　　　　住民福祉課

■４■



平成９年度予算の主な事業
活・ 活西桂建設のための重点施策

事　　業　　名 概　　　　　　　　要 予算（千円〕

基　　　　盤　　　　整 備

道路体系の整備

下水道の整傭
生活環境整備

郷土２号線改良工事、小沼倉見下線側溝改修工事、三ツ峠線舗装補修工事

町遵滝入線防護柵設置工箏、学校林道路整備事前調査

公共下水道管渠布設工箏、公共下水道実施設計 ・認可設計各委託、補償費

ゴミ収集 ・資源ゴミ固収 ・粗大ゴミ最終処分の各委託、ペットボトル処理

ＥＭ菌用生ゴミ処理容器 ・ゴミステーシ目ン設置改良 ・生ゴミ処理ボック

ス・ 焼却炉設置の各補助

３６ ，０８５

１１３ ．６１６

１０ ，２８５

産 業　　　　振　　　　異

農林業の振輿

商工菓の振輿

共同農園整備 ・貸付、そば打ち体験試食会、」足早い隼越しそば会、もや

しそば成分検査

商工会 ・織物工業協同組合 ・織協青年部糸の音会 ・みつとうげ手織りの里

グループの各補助金

３９７

９， ２５０

環 境　　　　整　　　　備

防災対策の充実

自主防災組織の育成

防犯対策の充実
交遺安全対策の充集

行政運営の機能化

地域防災計画作成、障害 ・母子 ・父子世帯家具転倒防止器具交付、消防受

令機購入整備、小屋の入防災対策に係るニヒ地購入 ・土地使用料 ・立木補償

避難所宿泊体験訓練、自主防災資機材使用法講習会

防犯灯設置工事（区要望、町施策）

交通事故釆然防止のための施策

ネットワークコンピューター購入、役場庁舎内装改修工事 ・設計管理委託

５， ８０４

　　　４２０

　７ ．３８３

　３ ，５２１

・８２ ．５００

福　　　　祉　　　　充
レクリェーション施設の充集

水道安定供給
生涯保健対策の確立

社会福祉の’充案

桜の里づくり事業、憩いの森施設整備事業、ミニサ ッカー場造成事業、登

山道整備事業

新水源井掘削工事、小沼農道配水管布設工事

健康づくり事業、乳幼児医療費助成事業、その他保健事業

社会福祉協議会へのデイサービスセンター運営委託、その他福祉サーピス

提供、一人暮らし老人を支えるための小地域活動事業、富士五湖シルバー

人材センターの活用、桂 コミュニティ内駐箪場造成工事

２３２ ．９１６

８． ９５０

２５ ．０３０

５７ ，２７０

人 材　　　　育　　　　成
町属主役の体制整備　上町公民館建設

．社会参加人材育成　ボランテイアコー デイネーターの設鼠青年海外セミナー派遺箏業

環境浄化意識の高揚　桂川クリーンキヤンペーン事業・寿クラプ町内清掃・ＥＭぼかし講習会

３４ ．０６８

　１ ．０６３

　　　１０９

文化交流の促進

青少年非行防止対策

個性ある教育の展開

教育施設の整備

　　　教　　育　　文　　化　　振　　輿

高山良策展の開催、健康づくりの集い、趣味を学ぶ各種教室、社会教育学

級、 各種スポーツ教室

児童館運営、放課後対策事業、青少年カウンセラーによる教育相談
Ｓ　 Ｓ　Ｃ事業（授業支援者）、 英語助手の活用、幼児なかよし学級、母と子の

食生活共同体験

中学校建設整備事業

７， ８７２

４． ３４７
２， ８８０

１１４

特嚢道璽予グ 婆健嚢康婆計婆＿特嚢道娑補グ 嚢健嚢廉嚢計婆＿タ 艘＿の塞霧管塞霧迎者鵠
別２７特２６算リ２５法２４保２３予２２当別２１特２０正リ１９法１８保１７補２８補ｉ場９醐一１６費理１５冒励の１４費
会　別　譲１　特　険　算　初会　別　予１　特　険　正　正機Ｏ　決部　税に　税場西　税
票護壽護定享護裂護麓震雲…震養幕護爵護蓼差護裂護麓護養護養雰金鷺葎整嚢整学窪整篤蒔窪整

算９予９ 　ン９計９会９ 　９】正８補８号ン８計８会８６８］購の供］　町分る町分料立町分
整灘蟻灘蕃鼻委奮菱奮整鰯襲蓼灘鼻鱗み顯灘顯
　桂桂業桂定桂離桂桂’ 号桂・ ２桂業桂算桂算桂桂　 ンの　道上一の上の中学上
　町　町　特町　町定町　町　議町号町　特町２町２町　町　　ピ締　　給げ部・設げ一学校げ
茉聾裂；柔農憂定確蔑裂言誠魏憂　千結 　秦整髪襲鱗

　遺氷計峠保健’ 会　遣水．． 言十峠定保定健会　　　例　ぴ正内の
一５一



災■に竈い中“籔籔６｛

運合審査会 ・議案審議

平
威
８
年
廣
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

呵
嘗
住
宅
に
入
屠

で
き
な
い
邊
由
は

問
入
田
団
地
の
使
用
料
の
み

減
額
と
な
っ
た
の
は
何
故
か
。

答
　
新
し
い
町
営
住
宅
を
希
望

す
る
傾
向
が
あ
り
、
ど
う
し
て

も
空
室
が
多
く
な
る
た
め
。

問
　
入
屠
希
望
し
て
も
働
い
て

得
る
収
入
が
多
す
ぎ
る
と
入
居

で
き
な
い
の
は
、
制
度
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
。

答
　
町
営
住
宅
は
国
の
補
助
を

受
け
て
建
設
し
た
。
そ
の
た
め

入
居
資
格
は
国
の
基
準
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

意
見
　
入
田
団
地
の
補
修
整
備

を
充
実
さ
せ
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
希
望
す
る
誰
も
が
入
屠
で
き

る
よ
う
に
、
国
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

間
　
耐
震
耐
力
度
検
査
繕
果
、

中
学
校
校
舎
及
び
特
別
教
室
は

整備が必要とされる中学校校舎

大
規
模
な
補
強
が
必
要
と
指
摘

さ
れ
た
。
町
は
校
舎
と
特
別
教

室
の
建
て
直
し
を
考
え
て
る
よ

う
だ
が
、
補
強
に
よ
り
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
。

町
長
答
　
補
強
と
い
っ
て
も
新

築
に
比
べ
て
約
５
５
％
の
経
費
が

か
か
り
、
さ
ら
に
補
強
後
１
０
年

間
は
国
の
基
準
に
よ
り
建
て
直

し
が
出
来
な
い
。
基
金
で
建
設

費
を
積
み
立
て
、
た
ま
っ
た
時

点
で
建
て
直
し
た
い
。

意
見
　
一
回
限
り
の
調
査
で
結

論
を
急
ぐ
の
で
な
く
、
慣
重
に

事
務
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

　　◆中学校特別教董耐艘診断報告◆
！、 表・ 裏面に窓が多く全体に壁が不足している

。

２、 側面は表 ・裏面より壁が多いが、柱と壁が表面右側

　に片よっ ているので、耐震性が低い
。

３、 上階の重さがかかるため、１ ・２階の耐震性が低い
。

　　　　西　　　　（裏面）　　　　北

　　●中学校狡舎耐カ厄測定郡告●
ユ、 建築後２８年が経過し、鉄筋にサビが発生している

。

柱・ 壁にひび割れがある
。

２、 構造耐力 ・保存度 ・外力条件にて算定すると 、測定

結果は大規模な改修が必要な水準となる
。

■６■

除籍簿、除かれた戸籍の附票等の

　保存期間延長に関する意見書（要旨〕

　戸籍 ・除籍は親族的な身分関係を 、住民票等はその住

居関係を証明し 、戸籍の附票等は戸籍と住民票との間に

あっ て記載の正確性を確保する役割を果たしている
。

　しかしながら現在の長寿杜会において８０歳以上生存

する国民が増加する一方、転職 ・転勤に伴う住所移転が

通例化した流動化社会において、保存期問を定めた当時

とは杜会的にも大きな隔たりが生じ 、廃棄処分により国

民生活に多大な支障をきたしているのが実情である
。

　更に近年の戸籍 ・住民票のコンピュータ化に伴い従来

の帳簿が改製消除されており 、緊急の対応が必要である
。

　よって下記事項のとおり保存期間の延長を実現される

よう 、地方自治法第９９条第２項の規定により意見書を

提出する
。

１． 除　　籍　　簿　　現行８０年を１００年とする
。

２． 除かれた戸籍附票　　現行５年を　２０年とする
。

３． 除かれた住民票　　現行５年を２０年とする
。

　　平成９年３月２７日

　　　　　　　　　　　　　　　西桂町議会議長

　提出先：法務大臣、自治大臣



入田団地集会場 ・駐車場水道管布設予定の小沼農道にて

おもな
泊正予ｏ 中学校遣設基金積立に初年度５千万円 を計上

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算総　額

一般会計第６号補正　６千４２２万２千円　　　 １９伽千９３６万８千円
○中学校建設整備事業基金棚立金　　　５千Ｏ　Ｏ　Ｏ万Ｏ千円
　　　中学校校舎建設のための費用を積み立てるため
○総務関係基金租立　　　　　　　　　７千５００万Ｏ千円
　　　公共施設整備基金積立金３千５００万円、減債基金穣立金４千万円
○土地開発基金貢戻し金　　　　　　　３千６０７万２千円
　　　基金により先行取得した用地を 、公共事業に供するため基金より買い戻す 。

国民健康保険会計第２号補正　　　８６９万５千円　　　　 ２億９千８１８万８千円

○一般被保険者の医療蟹の支払い　　　　　６００万Ｏ千円
　　　医療費の１月から３月までの支払が残 りており 、冬場の「風邪」のシーズンでもあり 、高額な
　　　講求があ った場合にも対応ができるようにした 。

老人保健法会計第２号補正　　　７８９万７千円　　　　 ２億４千６１ｏ万８千円

０７０歳以上の老人の医療費の支払い　　１千０４２万９千円
　　　医療費の１月 ・２月と２ヶ月の支払が残っているため、対応するものである 。

グリーンセンター会計２号補正　　 △２６７万７千円　　　　　　　３千４６１万６千円

○事業収入の滅収　　　　　　　　　　　△９４７万７千円
　　　宿泊料、テニスコート使用料、食堂収入、水販売などの事業収入の減収に伴う事業の縮小によ
　　　る減額である 。

簡易水道会計第２号補正　　△６５４万２千円　　　　　 ５千８３４万７千円

○工事講負費　　　　　　　　　　　　△５６１万５千円
　　　平成８年慶事業が確定となり 、維持補修工事費、配水管布設工事費を減額する 亡

下水遣会計第２署補正 △１千９３７万１千円　　　 １憶４千１４２万ｏ干円

○樹１１流域下水道建設負担金　　　　　　　６９６万２千円
　　　国の補助事業費の増額に伴う桂川流域下永適建設負担金の増額の計上であ乱
○西桂町公共下水道新設工事費　　　△２千６３７万６千円
　　　委託料と工事請負費において、当初柿園地区の第４処理分区の一部工事を発注する計画であっ
　　たが、県の桂川流域下水道事務所との協議により変更が生じたことによる減額である 亡

簑
傲

　
校
中
関
公
開
基

般
学
　
務
　
地

一
肺
鵬
肚

簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正

説
明
　
水
道
の
質
的
充
実
を
図

る
た
め
、
給
水
料
及
び
新
設
等

の
負
担
金
を
引
き
上
げ
、
ま
た

消
費
税
改
正
に
と
も
な
う
条
例

改
正
で
あ
る
。
（
広
報
に
し
か

っ
ら
４
月
号
６
ぺ
ー
ジ
参
照
）

間
　
条
例
改
正
に
よ
る
増
収
は
。

答
　
年
閻
約
５
５
０
万
円
。

間
　
水
道
の
質
的
充
実
の
た
め

と
説
明
し
て
い
た
が
、
　
一
部
世

帯
の
不
十
分
な
永
道
供
給
に
対

し
て
の
対
応
は
。
・

答

平
成
９
年
度
事
業
で
施
設

の
充
実
を
図
り
た
い
。
水
圧
が

低
い
地
域
は
、
加
圧
ポ
ン
プ
に

よ
る
水
道
供
給
を
検
討
し
た
い
。

意
見

水
道
供
給
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
の
値
上
げ
で

あ
る
な
ら
ば
、
不
十
分
な
供
給

世
帯
に
対
し
、
早
急
に
対
応
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■７■

問
　
小
沼
農
道
尾
尻
橋
付
近
か

ら
２
ユ
５
メ
ー
ト
ル
都
留
市
に

向
か
っ
て
水
遺
管
を
布
設
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
付
近
に

は
家
が
建
っ
て
い
な
い
が
。

答
　
平
成
８
年
度
の
農
業
振
興

地
域
の
見
直
し
で
県
の
許
可
が

下
り
る
と
、
直
ち
に
家
が
建
つ

と
思
わ
れ
る
。

問
　
水
源
上
流
部
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
場
が
あ
る
が
、
汚
染
が
■
な

い
よ
う
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
の
か

答

行
政
区
が
冨
士
吉
田
市
で

あ
る
の
で
直
接
チ
ェ
ッ
ク
は
で

き
な
い
　
県
、

士
目
田
保
健
所
、

富
士
吉
田
市
と
協
議
し
て
取
り

組
み
た
い
。

意
見

水
質
検
査
を
十
分
に
行

い
水
質
管
理
に
勢
め
、
汚
染
に

は
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
。



平成９年３月定例会

　
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
は
依
然
厳
し
く
、
い
わ
ゆ
る

３
割
自
治
の
当
町
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
経
済
状

況
に
あ
る
と
一
一
一
一
口
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た

め
に
も
、
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
、
行
政
改
革
な
ど
、
国
が

執
る
べ
き
施
策
の
動
向
に
注
視
し
、
県
の
指
導
を
い
た
だ
く

な
か
で
、
足
腰
の
強
い
自
治
体
と
な
る
よ
う
体
質
改
善
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
８
年
度
末
を
迎
え
ま
す
の
で
、
活

活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施
策
の
幾
つ
か
の
事
業
状
況
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

套
盤
整
備
》

　
中
学
校
前
線
、
及
び
踏
切
り

拡
幅
は
順
調
に
事
業
が
終
了
し

ま
し
た
。
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
も
、
将
来
の
財
源
確
保
の
負

担
が
あ
る
も
の
の
順
調
に
始
動

い
た
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
み
に
関
し
て
は
社
会
問
題

化
し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
、
処

分
場
の
新
設
な
ど
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
８

年
度
新
た
に
創
設
し
た
焼
却
炉

設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
各
家
庭
で
積
極
的
に
導
入

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
普
及
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

奮
業
振
臭
》

　
商
工
会
、
並
び
に
織
物
工
業

協
同
組
合
が
商
工
業
振
興
の
核

と
な
る
よ
う
期
待
を
寄
せ
て
お

り
、
町
と
し
て
は
補
助
金
と
い

う
形
で
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
関
係
団
体
と

協
調
し
て
産
業
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

予算編成１＝おいては節約看旨とした

事崇靱行のため効率的な組織宿つくる

薫
境
整
備
》

　
消
防
本
部
西
桂
分
遣
所
に
つ

い
て
は
着
々
と
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
防
火
水
槽
も
倉
見
地
内

に
設
置
し
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
も
本
部
へ
配
備
い
た
し
ま
し

た
。

　
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
は
、

先
般
、
全
体
概
要
が
出
来
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
な
部
分
を
内
部
検
討
い
た

し
ま
し
て
、
平
成
９
年
度
に
西

桂
町
防
災
会
議
に
図
る
な
ど
対

応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
福
祉
の
充
実
》

　
＝
一
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
計
画
に
沿
っ
て

事
務
を
進
め
ま
す
が
、
８
年
度

中
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
配

当
に
記
述
し
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
概
ね
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
家
庭
菜
園
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
遊
休
農
地
を
有
効
利
用
す

る
た
め
、
農
地
法
に
違
反
し
な

い
共
同
農
園
と
し
て
、
一
般
の

方
々
に
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
農
地
の
高
度
利
用

を
促
進
し
、
遊
休
農
地
の
現
状

一
課
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
職
員
の
努
力
に
よ
り

順
調
に
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
住
民
に
と
っ

て
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と

い
う
認
識
が
ま
だ
ま
だ
深
ま
っ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
事
業
内
容
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ

ン
タ
ー
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
の

複
合
施
設
で
あ
り
ま
す
が
、
町

外
か
ら
視
察
団
も
訪
れ
る
よ
う

な
状
況
に
あ
り
、
こ
の
施
設
維

持
に
関
し
て
も
、
極
め
て
順
調

に
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

《
人
材
育
成
》

　
上
町
公
民
館
建
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
が
完

了
し
ま
し
た
の
で
、
建
設
費
に

つ
い
て
は
、
９
年
度
予
算
に
計

上
し
て
執
行
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　
社
会
参
加
人
材
育
成
に
つ
い

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
育
成
、
援
助
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
役

場
職
員
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
を
与
え
て
人
材
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

■８■



１６の

平成９年度当初予算計上額
会　　計　　名　　　　　　　　　予　　算　　総　　額 前隼度との比較

　　一　　般　　会　　計　　　　１８憶７千２００万０千円　　　１憶４千７００万円千円の増
　国の消費税率アップの中での経常的な一般行政経費のマイナスシーリング、それに伴う普通旅費５ ．６％減額

、

需用費の中の消耗品費４ ．Ｏ％減額、食料費９ ．０％滅額、並びに職員旅費の増額に対処するための公用章購入整
備等、全庁を挙げて経費節滅に工夫を凝らした 。

　予算総額の伸びに関しては、多様化する行政二一ズに的確に対応するためのものである 。

　　国民健康保険特別会計　　　　　２億７千２０５万７千円　　　　　１千４０８万９千円の滅
　医療費の支払状況が安定していることと 、老人保健医療費拠出金が減少Ｌたことに伴い、平成８年度予算に比
べ滅額予算となっている 右平成８隼度の繰越金の状況また今後の医療費の動向を見ながら基金の積立てを考えて

健
支
と

民
饗
へ

国
療
額
た

医
滅
き

　
べ
い

老人保健法特別会計 ２億６千３５６万１千円 ２千７７５万７千円の増
高齢化社会に伴い老人の数が増加し、それに伴う医療費の自然増を見込んだものである 。

　　グリーンセンター特別会計　　　　　２千９６９万９千円　　　　　　７５７万６千円の減
事業収入の各項目については・平成８年度実績及び過去の実績を踏まえて的確な予算計上を行っれ管理運営

に必要最小限の経費を計上した 。

　　簡易水道特別会計　　　　　６千４１５万９千円　　　　　　８万４千円の減
　水道使用料として４千４４２万４千円を見込み・一般会計繰入金は１千８００万円の計上で前年度比８００万円の
減額となってい糺新水源井調査では、上町の水源地周辺に水量確保のための新水源井掘削工事費を計上しれ

　　下水道特別会計　　　２億４千Ｏ０５万４千円　　　　８千２４７万８千円の増
　経常経費及び桂川流域下水道建設負担金等で１億ユ干７１８万３千円・公共下水道実施設言十委託、認可設計委託 、

公共下永道管渠布設工事等で１億１千３６１万６千円・公債費において平成５隼度から平成８年度の起債に係る
元金・利子として９１５万５千円の計上となっ てい乱

円
具

千
訂

《
教
育
文
化
振
臭
》

　
生
涯
学
習
と
し
て
８
年
度
中

に
各
種
の
教
室
を
開
き
ま
し
た

が

ペ
ン
習
字
、
実
用
習
字
な

ど
一
部
の
教
室
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
要
望
に
応
え
る
形
で

閑
級
し
て
好
評
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
生
け
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
は
、
閉
級
後
も
白
ら
サ

ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

方
々
が
生
涯
学
習
に
取
組
め
る

状
況
を
作
り
出
し
、
住
民
の
要

求
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
非
行
防
止
に
つ
い
て

は
、

青
少
年
育
成
西
桂
町
民
会

議
の
お
力
を
い
た
だ
き
、
種
々

の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
青
少
年
の
健
全
な
育
成

は
、

行
政
だ
け
で
な
く
地
域
全

体
と
し
て
取
組
む
課
題
で
あ

り
、

今
後
も
関
係
機
関
と
遵
携

し
合
う
な
か
で
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

《
平
成
９
年
度

予
算
編
成
方
針
》

当
町
の
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、

「
小
さ
な
予
算
で
大
き
な

　　ノ’’

憩いの森を現場視察する町議会議

仕
事
」
を
基
本
指
針
に
、
経
費

の
節
減
を
図
り
、
限
り
あ
る
財

源
の
な
か
で
活
活
西
桂
を
建
設

す
る
た
め
に
効
率
的
な
予
算
配

分
に
努
め
ま
し
た
甘
消
費
税
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に

関
連
す
る
条
例
改
正
も
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
受
益
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
、
水
道
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
料
金
を
改

定
し
て
会
計
を
維
持
し
て
い
き

た
く
　
住
民
の
皆
様
に
切
に
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

今
回
見
直
し
た
活
活
西
桂
建
設

の
た
め
の
重
点
施
策
に
呼
応
し

た
「
平
成
９
年
度
当
初
予
算
配

当
箏
業
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
近
年
の
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

行

政
の
総
合
性
、
効
率
性
、
透
明

性
、
公
正
性
に
対
す
る
住
民
の

信
頼
確
保
に
努
め
る
た
め
に
は
、

予
算
を
執
行
す
る
側
の
組
織
に

つ
い
て
も
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
西
桂
町

行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
組
織

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■９■
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蠣
遭
□
士
盲
田
・
西
憧
竈
の

　
　
　
　
　
　
　
　
供
用
開
始
は
い
つ
な
の
か

　
　
　
呵
の
関
係
竈
類
は
提
出
済
み

　
　
　
　
　
　
　
早
い
供
用
開
始
を
お
願
い
し
た

　
　
　
富
士
吉
田
市
小
山
田
木

Ｑ
　
　
　
鋼
所
付
近
よ
り
町
道
溝

下
２
号
線
ま
で
を
ル
ー
ト
と
す

る
県
道
富
士
吉
田
・
西
桂
線
の

供
用
開
始
の
た
め
の
手
続
き
、

ま
た
地
元
説
明
会
を
開
い
て
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

・
唖
雛
鐵
賊

書
に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年
１
０

月
蝸
日
に
都
留
土
木
事
務
所
道

路
課
へ
提
出
し
た
。
ま
た
同
事

務
所
長
に
早
い
時
期
の
県
道
供

用
開
始
を
お
願
い
し
た
。
現
在

開
始
時
期
に
つ
い
て
、
同
事
務

所
道
路
課
よ
り
連
絡
は
な
い
。

　
地
元
住
民
に
対
す
る
対
応
等

は
、
県
の
管
理
下
に
な
っ
た
時

点
で
、
県
道
整
備
及
び
ル
ー
ト

変
更
等
に
つ
い
て
、
地
元
地
区

の
町
議
会
議
員
を
含
め
た
倉
見

地
区
の
人
た
ち
に
道
路
建
設
相

談
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
地

元
住
民
の
方
々
の
意
見
を
も
十

分
お
聞
き
し
、
摩
擦
の
な
い
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
下
水
道
工
事
に
よ
る
国
道
ユ

３
９
号
線
の
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
、
県
道
整
備
の
実
現
の
た

め
努
力
し
た
い
。

供用開始の時期は？

県道富士吉田西桂線

流域下水道鳥沢工区トンネル前にて

下水遭加入１二伴う偉民負坦竈は

負担喀竈のための拮□は

負担金額は審講会で検討する

補助金 ・融資 ・報奨金を設ける

　
　
　
西
桂
町
公
芙
下
水
道
の

Ｑ
　
　
　
供
用
開
始
時
期
を
地
区

別
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
各
家
庭
で
の
下
水
道
管
へ

つ
な
ぐ
た
め
の
排
水
設
備
設
置

費
等
、
加
入
者
の
負
担
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
具
体
的

に
金
額
は
ど
の
程
度
と
す
る
の

か
。
ま
た
費
用
負
担
に
対
す
る

補
助
制
度
や
融
資
制
度
に
つ
い

て
、
町
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

・
服
ｎ
祭
顯
ギ

排
水
設
備
設
置
費
、
下
水
道
使

用
料
が
あ
る
。
（
広
報
に
し
か
つ

ら
４
月
号
ｎ
ぺ
ー
ジ
参
照
）
こ
の

負
担
金
額
を
ど
の
程
度
と
す
る

か
は
、
平
成
９
年
度
の
早
い
時

期
に
各
地
区
代
表
及
び
学
識
経

験
者
か
ら
な
る
「
下
水
道
審
議

会
」
を
設
立
、
答
申
を
受
け
た

中
で
平
成
ｕ
年
度
ま
で
に
金
額

決
定
を
し
た
い
。
排
水
設
備
設

置
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
般

的
に
ユ
ｍ
あ
た
り
２
万
円
か
ら

３
万
円
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
県
内
の
市
町
村
の
事
例
を
考

査
す
る
中
で
、
受
益
者
負
担
金

に
は
報
奨
金
制
度
、
排
水
設
備

設
置
費
に
は
補
助
金
制
度
及
び

融
資
制
度
の
導
入
の
検
討
、
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
水
道

料
金
と
の
格
差
を
な
る
べ
く
少

な
く
し
た
、

　
柿
園
地
区
小
沼
郵
便
局
付
近

か
ら
都
留
市
の
境
界
に
か
け
て

を
平
成
１
３
年
４
月
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、
平
成
１
８
年
４
月
に

柿
園
地
区
の
役
場
周
り
と
本
町

地
区
全
域
と
上
町
地
区
全
域
、

平
成
２
０
年
４
月
に
倉
見
地
区
全

域
、
平
成
２
３
年
４
月
に
下
暮
地

地
区
全
域
を
予
定
し
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
変
更

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

一１０一



水源となる井戸を掘削させるに咋穴 １・何が必要と坤準が確保された

場合のみ 、施工者に工事代金を支払う制度。工事金額は高額どなるが 、必要量

確保できなかった場合の危険を苛て鯛する。　！
呵では将来計甲に華づき必琴量蹄¢ため ・平成１年師乍暮地に水源を求

めたが ・結果と 叩必串の蹄＝卒坤丸このため夢会の要請と前回の
経験を踏まえ 、今圃成功報酬を採甫ずるごとにな った。’・． ！

▲

＝＝
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●
　
　
■
１

　
　
　
三
ツ
峠
へ
の
進
入
道
路

Ｑ
　
　
　
は
下
暮
地
住
民
の
生
活

遣
路
で
あ
り
、
三
ツ
峠
周
辺
の

関
発
に
伴
い
多
く
の
利
用
者
も

予
想
さ
れ
る
中
で
、
地
元
住
民

に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
新
た

な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
の
計

画
が
あ
る
の
か
。

・
島
蟻
讐
一

峠
周
辺
整
備
の
実
施
に
あ
た

り
、
三
ツ
峠
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
平
成
９
年
度
に
地
方
道
路

整
備
計
画
作
成
委
託
費
を
計
上

し
、
中
学
校
裏
の
通
称
学
校
林

周
辺
か
ら
道
路
を
入
れ
て
三
ツ

峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
道
路
を
検
討
す
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
方

Ｑ
　
　
面
か
ら
富
土
山
を
望
め

る
よ
う
、
山
を
崩
し
て
道
路
を

充
て
た
方
が
良
い
の
で
は
。

・
汽
バ
↓
雛

可
能
か
と
い
う
こ
と
を
調
ぺ
た
い
。アクセス道路の調査対象となる学校林付近

小沼地区水源地を視察する町議会議員

計口中の小濱地区の丼戸９竃とは

小沼地区以外での水濠竈倶は

平成９年度に成功報酬で掘削予定

小沼地区の上流部を検討したい

　
　
現
在
の
水
道
水
は
地
下

　
Ｑ

　
　
何
メ
ｉ
ト
ル
の
ど
の
よ

う
な
水
脈
か
。
新
水
源
確
保
の

た
め
小
沼
地
区
の
井
戸
開
発
に

あ
た
っ
て
は
、
今
の
水
脈
よ
り

深
い
水
脈
を
掘
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
良
質
の
水
の
確
保
が
で
き

る
の
で
は
、
ま
た
防
災
対
策
上
、

将
来
安
定
供
給
確
保
の
た
め
小

沼
地
区
以
外
の
水
脈
の
確
保
を

す
れ
ば
、
心
配
も
少
な
く
て
済

む
。
町
長
の
お
考
え
は
。

・
暮
概
邸
“

の
問
で
あ
り
　
水
脈
に
つ
い
て

は
富
士
山
か
ら
の
伏
流
水
で
あ

る
。
次
に
小
沼
地
区
の
井
戸
開

発
に
あ
た
っ
て
は
今
の
水
脈
よ

り
深
く
掘
る
こ
と
は
私
も
同
感

で
あ
り
、
現
在
の
水
源
地
の
付

近
に
新
し
い
井
戸
を
掘
削
す
る

た
め
、
平
成
９
年
度
当
初
予
算

に
事
業
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
掘
削
の
事
業
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
期
待
を

裏
切
ら
な
い
よ
う
「
成
功
報
酬
」

方
式
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
小
沼
地
区
以
外
の
水
脈

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
三

ツ
峠
山
麓
で
の
十
分
な
水
量
の

確
保
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
倉
見
地
区
は
地

形
的
な
問
題
等
で
難
し
い
と
思

っ
て
い
る
。
新
し
い
水
脈
の
確

保
は
、
今
の
水
源
地
よ
り
さ
ら

に
上
流
の
場
所
に
水
脈
の
確
保

が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
も
研
究
を
続
行
し

Ｑ
　
　
複
数
の
水
脈
を
確
保
で

き
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

・
腕
汽
雛
篶

の
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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中学校コンピュータ授業現場

　
　
　
平
成
３
年
文
部
省
令
に

Ｑ
　
　
　
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

技
術
教
育
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

西
桂
町
は
い
ち
早
く
小
中
学
校

に
機
器
が
導
入
さ
れ
た
。
西
桂

中
学
で
は
教
師
の
定
員
の
関
係

で
、
技
術
指
導
に
あ
た
る
先
生

は
他
の
専
門
教
科
の
教
師
が
兼

ね
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
英
語
科
指
導
助
手
と

同
じ
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ｉ
タ

ー
専
門
知
識
を
持
つ
指
導
助
手

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
蟹
現
在
中
学
校
に
は
３
３
台

Ａ
輔
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
３
人
の
先
生
が
生

徒
に
惰
報
処
理
教
育
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
指
導
す
る
先
生

方
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
の
知
識
を
有
し
指
導
力
も
あ

り
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
現
状
で
は
音
楽
の
先
生

Ｑ
呈

　
　
　
カ
■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

教
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う

意
味
だ
と
思
う
。
都
留
、
吉
田

あ
た
り
は
專
門
の
先
生
が
教
え

て
い
る
と
闘
い
て
い
る
。
英
語

助
手
の
よ
う
に
町
単
独
で
雇
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

＼

資源ゴミ回収に活躍される区役員

・
農
鐵
讐
け

タ
ー
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
程
度
で
は
お
そ
ら
く

基
礎
的
な
勉
強
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
と
思
う
。
ま
た
都
留
市
程

度
の
規
模
が
あ
れ
ば
、
一
人
の

専
門
指
導
者
を
雇
い
各
学
校
を

回
っ
て
一
日
中
仕
事
が
で
き
る

と
思
う
。
２
０
時
間
の
授
業
の
た

め
に
専
門
指
導
者
を
雇
っ
て
い

く
こ
と
は
、
西
桂
の
場
合
は
問

題
も
懸
念
さ
れ
る
。
現
状
３
人

の
指
導
者
が
い
る
の
で
、
問
題

の
な
い
対
応
は
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い

る
。

リサイクル法晒行・：偉う

　収竈寧促邊のための方薫は

区役員に取り組みをお願いする

住民周知のため広報チラシを活用

　
　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

Ｑ　
　
法
が
平
成
９
年
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
分
別
収
集
促
進
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
嵩
め
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
収
集
に
参
加
奉
仕
す
る
関
係

者
の
仕
事
の
内
容
は
、
ま
た
出

す
方
は
ど
の
よ
う
な
種
類
に
分

類
す
る
の
か
。

　
　
　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

・
棚

　
　
　
法
に
よ
っ
て
、
町
は
リ

サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
て
分
別

収
集
を
行
う
、
事
業
者
は
再
商

品
化
を
す
る
、
消
費
者
は
分
別

収
集
に
協
力
す
る
と
、
各
自
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
明
確
と
な

っ
た
。
｛
広
報
に
し
か
つ
ら
４

月
号
４
ぺ
ｉ
ジ
参
照
）

　
町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
度
よ
り
５
地
区
の
区

役
員
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
取

り
組
ん
で
い
る
。
平
成
９
年
４

月
か
ら
は
、
今
ま
で
収
集
対
象

と
し
て
い
な
か
っ
た
ガ
ラ
ス
ピ

ン
３
晶
目
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

追
加
し
実
施
し
て
い
く
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
、
町
広
報
に
掲
載

と
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。
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呵
税
の
滞
靱
処
邊
の
状
況
は

　
　
　
今
蟹
５
月
茉
豪
で
の
対
廠
は

　
　
　
滞
納
者
と
の
交
渉
記
録
簿
は
整
傭
し
た

　
　
　
口
座
振
替
、
着
押
等
を
検
討
し
た
い

納税貯蓄組合であいさつする前田町長

　
　
平
成
７
年
度
の
町
税
滞
納

Ｑ　
　
額
は
、
町
民
税
８
０
０
万

円
、
固
定
資
産
税
－
千
９
０
０

万
円
、
国
保
税
－
千
８
０
０
万

円
、
計
垂
千
５
０
０
万
円
と
い

う
数
字
を
発
表
さ
れ
、
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
る
と
、
ま
た
納

税
処
理
に
お
け
る
滞
納
者
に
対

す
る
折
衝
記
録
が
な
い
と
の
、

平
成
８
年
９
月
議
会
監
査
委
員

報
告
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
今
年
３
月
ま
で
に
ど

の
様
な
処
理
が
行
わ
れ
た
か
、

ま
た
今
年
５
月
末
ま
で
の
出
納

整
理
期
間
に
ど
の
様
な
処
理
を

実
施
す
る
の
か
。
よ
う
は
「
正

直
者
が
損
を
し
た
」
と
い
う
事

の
な
い
よ
う
に
、
徴
収
業
務
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
ご
指
摘
の
「
滞
納
整
理

・
徽

　
　
　
個
人
記
録
表
」
に
つ
い

て
は
、
税
務
係
に
お
い
て
記
録

を
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
納
税
貯
蓄
組
合
の
会
議
を

開
催
、
組
合
へ
の
補
助
も
行
い

納
税
意
欲
を
図
る
べ
き
措
置
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現

在
、
５
１
組
合
、
７
１
５
世
帯
が

納
税
貯
蓄
組
合
へ
加
入
し
て
い
る
。

ま
た
特
別
徴
収
義
務
者
は
３
６

５
事
業
所
で
、
１
千
１
１
２
人

が
納
税
し
て
い
る
。
会
社
経
理

事
務
担
当
者
へ
の
連
絡
を
密
接

し
徴
収
事
務
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
滞
納
と
な
る
原
因
を
分
析
す

る
と
、
不
況
に
よ
る
経
営
環
境

の
悪
化
、
町
内
に
勤
務
さ
れ
る

外
国
人
や
新
規
に
転
入
さ
れ
た

新
住
民
の
方
等
に
み
ら
れ
る
納

税
知
識
の
不
足
等
が
、
主
な
原

因
と
思
わ
れ
る
。
な
お
現
年
分

（
新
規
に
課
税
し
た
税
金
）
は
、

前
年
度
、
前
々
年
度
に
比
し
て

徴
収
率
は
ア
ッ
プ
し
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
滞
納

繰
越
分
（
現
年
分
の
う
ち
滞
納

と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

た
分
）
の
徴
収
率
は
、
い
く
ら

か
低
下
を
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
、
徴
収
強
化
月

間
を
も
う
け
、
職
員
に
よ
る
戸

別
訪
問
、
電
話
催
告
、
納
入
相

談
等
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月

に
は
督
促
状
を
全
て
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
国
民
健
康

保
険
証
の
更
新
の
際
に
税
の
納

入
が
な
い
場
合
の
保
険
証
の
更

新
は
、
病
気
等
特
別
の
事
情
が

な
い
限
り
原
則
的
に
し
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
と

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
出
納
閉
鎖
の
５
月
末
ま

で
の
徴
収
対
策
と
し
て
、
さ
ら

に
戸
別
訪
問
指
導
を
実
施
、
東

部
県
税
事
務
所
と
の
共
同
催
告

等
、
内
容
証
明
書
の
送
付
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
小
さ
な
町
で
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い

て
は
差
押
等
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
納
税
の
口
座
振
替
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
納
税
貯
蓄
組
合

の
会
議
の
中
で
検
討
を
し
た
い

と
考
え
る
。

　
今
後
徴
収
に
努
力
を
し
て
県

平
均
を
上
回
る
占
つ
な
事
務
の

推
進
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

６
日
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◇
運
営
方
法
決
定

ｕ
日
本
会
議
開
会

　
　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
　
◇
会
期
の
決
定

　
　
◇
町
長
所
信
表
明
・
町
長
議

　
　
　
案
上
程
＾
議
案
１
）

　
　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
一
採
決

　
　
◇
議
員
発
議
上
程
一
発
議
－
一

　
　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
本
会
訟
休
憩

　
　
　
（
条
例
公
布
手
続
き
〕

　
　
本
会
訟
再
開

　
　
◇
議
員
発
議
上
程
＾
発
譲
２
〕

　
　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
一
議
案
２
－
２
７
一

　
　
　
一
括
説
明
二
括
質
疑

　
　
常
任
委
員
会
付
託

　
　
本
会
議
散
会

　
　
連
合
審
査
会

　
　
◇
付
託
議
案
審
議

１
７
日
建
設
文
教
委
員
会

　
　
◇
流
域
下
水
道
現
場
視
察

１
８
日
総
務
委
員
会
・
建
設
文
教
委

　
　
員
会
合
同
現
場
視
察

　
　
◇
町
内
の
事
業
予
定
箇
所

　
　
総
務
委
員
会

　
　
◇
所
管
事
務
調
査

２
１
日
本
会
識
再
開

　
　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告

　
　
　
＾
議
案
２
－
８
，
１
７
－
１
９
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告

　
　
　
　
一
議
案
１
０
－
１
６
，
２
０
，
２
１
）

　
　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
町
長
議
案
上
程
（
議
案
２
８
）

　
　
　
説
明
・
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会
付
託

一
　
　
本
会
議
散
会

　
　
連
合
審
査
会

一
　
　
◇
付
託
議
案
審
議

一
２
７
日
本
会
訟
再
開

一
　
　
◇
会
期
中
の
委
員
会
事
務
調

　
　
　
査
報
告
一
総
務
委
貝
会
、

　
　
　
建
設
文
教
委
員
会
〕

　
　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

一
　
告

一
　
　
　
＾
議
案
９
，
２
２
－
２
５
，
２
８
〕

　
　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
　
長
報
告
＾
議
案
２
６
，
２
７
〕

　
　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
町
長
議
案
上
程

　
　
　
　
一
同
意
１
，
２
一

　
　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑
一

　
　
　
討
論
．
採
決

　
　
◇
議
員
発
議
上
程
＾
発
議
３
一

一
　
　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
鹿
留
山
恩
賜
県
有
財
産
保

　
　
　
護
組
合
選
挙
一
３
名
）

　
　
◇
一
般
質
聞

　
　
　
　
（
小
林
議
員
、
小
山
議
員
、

　
　
　
　
高
尾
活
弍
議
員
一

一
　
　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
　
査
議
決
＾
総
務
委
員
会
、

一
　
　
　
建
設
文
教
委
員
Ａ
『
議
会

一
　
　
　
運
営
委
員
会
一

一
　
　
本
会
議
閉
会
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／

シールド谷村工区の現場で説明を受ける

視　察　地
　桂川１号幹線シールド谷村工区建設工事
　桂川１号幹線シールド烏沢工区建設工事
　桂川１号幹線トンネル梁川工区建設工事
　桂川流域下水道梁川浄化センター造成工事

メリット（優れているところ） デメリット（問題のあるところ）

施工性や経済性の面から考えると１施工区間で常時作業するため 、路上交

有利な工法といえる 。　　　　　１通への影響大。騒音振動対策が必要 。

１工事費が高い。工事拠点に土地が必要

＝（町公共下水道では該当箇所なし）

＝工事費が高い。工事拠点に土地が必要
；（町公共下水道では該当箇所なし）

権
川
流
域
下
水
道

建
設
事
務
所
概
要
説
明
　
桂
川

流
域
下
水
道
は
、
平
成
Ｂ
年
に

西
桂
町
の
一
部
供
用
開
始
を
可

能
と
す
べ
く
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
西
桂
町
の

下
水
道
普
及
率
が
上
が
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

　
桂
川
流
域
下
水
道
事
業
の
全

体
計
画
は
平
成
５
年
か
ら
２
２
年

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
面

積
は
全
体
で
は
３
千
６
ユ
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
計
画
人
□

は
、
全
体
で
蝸
万
３
千
８
０
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
流
域
全
体

の
管
渠
の
延
長
は
４
８
．
９
ｈ
で

あ
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
ー
ヶ
所
、
処
理
能
力
に
つ

い
て
は
計
画
で
は
、
ユ
日
に
１
１

万
９
千
立
法
メ
ｉ
ト
ル
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
西
桂
か
ら
は
自

然
流
下
で
処
理
場
ま
で
流
れ
る

が
、
上
野
原
側
か
ら
は
ポ
ン
プ

を
２
ヶ
所
ほ
ど
設
け
て
処
理
場

へ
つ
な
げ
る
。
建
設
費
は
今
の

と
こ
ろ
全
体
で
４
５
０
億
円
ほ

ど
の
予
定
で
行
っ
て
い
る
。

　
幹
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
８

年
度
末
ま
で
に
全
体
の
１
５
％
程

度
の
管
布
設
工
事
を
行
な
う
予

定
で
お
り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
敷
地
の
造
成
中
で
あ

る
。
平
成
９
年
度
流
域
下
水
道

事
業
予
算
計
画
に
つ
い
て
は
、

約
６
５
億
円
の
計
上
に
よ
り
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
内
訳
に

つ
い
て
は
、
現
在
Ｂ
工
区
で
シ

ー
ル
ド
エ
法
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
３
年
か
ら

４
年
の
計
画
で
行
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
区
で
の
年

次
計
画
に
基
づ
い
た
工
事
を
実

施
す
る
。
処
理
場
の
橋
梁
造
成

工
事
費
、
都
留
市
か
ら
西
桂
町

に
か
け
て
の
設
計
委
託
、
あ
と

開
削
で
で
き
る
箇
所
に
つ
い
て

の
開
削
工
事
費
等
で
あ
る
。

問
　
西
桂
町
付
近
の
国
道
に
お

け
る
流
域
下
水
道
事
業
の
工
法

に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
調
整

を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
シ
ｉ
ル
ド
を
掘
る
の
と

開
削
方
法
で
行
う
の
と
で
は
ど

れ
く
ら
い
の
金
額
の
ひ
ら
き
が

あ
る
の
か
。

建
設
箏
務
所
答
　
施
工
費
の
最

も
安
い
の
は
開
削
工
法
で
あ
る

が
、
国
道
の
場
合
は
内
径
が
３

０
０
ｍ
の
管
を
入
れ
、
場
所
に

よ
っ
て
は
５
ｍ
く
ら
い
掘
ら
な

き

．
よ

．
＼

トンネル梁川工区の現場を視察する上からの地下トンネル梁
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（調査）桂川流域下水道の進捗状況把握のための工事現場視察

（結果）下水道管布設工事の工法によっては、金額の増減、周囲の

　　　環境への影響が懸念され、開削工法をとる場合は十分配慮を

工法の名称 下水道管布設のための工法概要

　　　　　　　１地表面から管の基礎まで掘削して管渠を布設し 、埋め

開削工法；戻す工法。家庭と結ぶ町公共下水道の多くはこの工法 。

　　　　　　　１先端にシールドマシンを装備し、シールドという強固
シールドエ法；な鋼鉄の筒により地中にトンネルを構築していく工法

。

　　　　　　＝従来の山岳トンネルエ法で、トンネルボーリングマシ
トンネルエ法１ンエ法 ．爆破工法等により掘り進む

。

下
水
道
工
法
徹
底
比
較

シールド鳥沢工区トンネル内の町長

け
れ
ば
な
ら
な
い
凸
地
形
的
に

で
き
な
い
箇
所
も
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
場
所
は
、
別
の
方
法
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
質
の
状
況
、
施
工
期
問

等
も
加
味
し
な
が
ら
工
法
の
選

定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
町
の
行
う
公
共
下
水
道
工

事
と
県
の
行
う
工
事
で
は
だ
い

ぶ
単
価
的
に
も
違
う
の
で
、
工

法
に
よ
り
一
概
に
ｍ
当
た
り
ど

れ
く
ら
い
の
単
価
の
差
が
あ
る

と
は
言
い
き
れ
な
い
。

問
　
西
桂
地
区
の
場
合
、
国
道

が
一
本
し
か
な
い
と
い
う
立
地

条
件
も
あ
り
、
シ
ー
ル
ド
エ
法

や
ト
ン
ネ
ル
エ
法
と
い
う
よ
う

な
工
法
が
と
れ
る
も
の
か
。

建
設
事
務
所
答
　
現
在
の
一
つ

の
案
と
し
て
、
県
の
流
域
下
水

道
の
幹
線
と
公
共
下
水
道
の
幹

線
と
を
同
じ
国
道
に
入
れ
る
予

定
で
あ
る
。
下
水
道
の
供
用
を

可
能
と
す
る
に
は
西
桂
町
公
共

下
水
道
事
業
で
国
道
の
開
削
は

必
ず
行
う
の
で
、
県
で
行
う
幹

線
と
工
期
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
実
際
の
工
法
は
、

工
事
費
や
全
体
事
業
費
の
兼
ね

合
い
も
あ
り
、
現
段
階
で
は
確

実
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

間
な
ぜ
一
部
工
区
で
は
４
０
ｍ

と
い
う
深
さ
に
下
水
遣
管
を
設

定
し
て
あ
る
の
か
。

建
設
簑
務
所
答
　
汚
水
の
自
然

流
下
を
可
能
と
す
る
た
め
、
幹

線
の
下
り
勾
配
の
位
置
を
平
均

に
設
定
す
る
と
、
地
形
に
よ
り

地
上
か
ら
の
深
さ
が
４
０
ｍ
と
い

う
箇
所
も
出
て
く
る
。

問
　
上
野
原
町
の
場
含
、
多
く

が
高
台
に
あ
る
の
で
ポ
ン
プ
ア

ッ
プ
の
必
要
性
は
少
な
い
よ
う

に
恩
う
の
だ
が
。

建
設
事
務
所
答
　
上
野
原
町
の

各
地
区
か
ら
は
自
然
流
下
に
よ

り
国
道
ま
で
く
る
と
こ
ろ
も
多

い
が
、
上
野
原
町
の
国
道
は
梁

川
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
低

い
位
置
に
あ
る
の
で
、
ポ
ン
ブ

ア
ッ
プ
の
必
要
性
が
あ
る
。

意
見
　
西
桂
町
に
は
国
道
が
ー

本
し
か
走
っ
て
お
ら
ず
、
下
水

適
事
繋
の
進
捗
に
よ
っ
て
国
遣

の
渋
滞
が
多
発
す
る
こ
と
を
、

一
番
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ぜ
ひ
国
道
１
３
９
号
線

沿
い
の
工
事
に
関
し
て
は
、
渋

滞
の
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

配
慮
を
お
願
い
す
る
。

シールド谷村工区現場を地上から写すシールド鳥沢工区トンネル内より排出された土砂
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